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一 般 演 題

1 　 胃 軸 捻 転 を 伴 っ た 傍 食 道 裂 孔 ヘ ル ニ ア の 一 例

島田能史・小林孝（新潟臨港総合病院外科）
島田能史・小林孝（新潟臨港総合病院外科）��牧野成人・松尾仁之

慢性胃軸捻転を伴 っ た傍食道裂孔 ヘ ル ニ ア の診

断で経過観察中に急性軟頓症状を呈 し手術を施行

した
一 例を経験 した の で 報告する . 症例 は5 9 才男

性 , 平成 4 年5 月 に上部消化管造影 で 慢性胃軸捻

転を伴 っ た傍食道裂孔 ヘ ル ニ アと診断さ れたが症

状なく経過観察され て い た . 平成13 年5 月18 日 に

上腹部痛
,
帳気

,
曜吐が出現 し5 月25 日緊急入 院 .

上 部消化管造影
,
C T

,
M R I で 傍食道裂孔 ヘ ル ニ

ア ( u p sid e d o w n s t o m a c h) 軟頓 によ る急性胃軸

捻転症と診 断さ れ
,

6 月2 9 日 に 手術 を施行 した .

上腹部正 中切開 で 開腹すると ヘ ル ニ ア 門は直径 5

c m で 内容は胃
,
大網

,
横行結腸 の

一

部 で あ っ た .

胃は前方より長軸性に捻転 して い た . 内容物 を腹

腔内に還納 した後
, 嚢を切除 し欠損部 は メ ッ シ ュ

で修復 した . 術後経過 は順調 で
,
再発を認 め て い

な い
.

5 7 3

2　高度慢性呼吸不全合併胃癌患者に胃切除術を

施行した一例

渡 辺 真 実 ・ 神 田 達 夫
丸 山 聡 ・ 寺 島 哲 郎

平野謙一郎・中川悟（新潟大学大学院消化器・一般外科）
西 巻 正 ・ 畠 山 勝 義

遠 藤 啓 一 ・ 諏 佐 理 津 子 （ 同 　 呼 吸 器 内 科 ）

患者は在宅酸素療法を受けて い る63 歳 の 男性 .

内視鏡により胃前庭部大琴の Ⅱ a ＋ Ⅱ c 型粘膜下

浸潤癌 と診断された . 入院時 の 肺活量 は 1 68 0 m l
,

1 秒量4 00 m l と高度の 混合性呼吸 障害を認め た .

全身麻 酔下 に広 範 囲 胃切 除術 を 施行 . 再 建 は

B ill r o t h I 法によ り行な っ た . 術 後 1 時間半 で 抜

管し
, 直ち に非侵襲的 間欠的陽庄呼吸 ( B I P A P)

を開始 した . 第 1 病日 に IC U を退室 . 第10 病日

B IP A P より離脱 . 第28 病 日転院とな っ た . 注意深

い 周術期管理を条件とすれ ば
, 高度慢性呼 吸不 全

患者に対する胃切除術 の 適応を広げ得る可能性が

示 された .

3　肝膿瘍に対するドレナージ術後，胆管胃吻合

部に発生した胃癌の一例

礒 田 学 ・ 鈴 木 聡

� � 三 科 武 ・ 角 南 栄 二
大滝雅博・小向慎太郎（鶴岡市立荘内病院外科）
遠 藤 誠 ・ 松 原 要 一

症例は70 歳
,
男性 . 2 8 歳 時 に胆 嚢摘 出術 ( 胆石

症) ,
30 歳時に肝膿蕩 ドレ ナ

-

ジ手術(術式は不明)

を施行され た. 13 年5 月食後の心寓部痛 を主訴 に

来院し
, 胃癌 の診断 で 当科入 院 . 内視鏡 で は体上

部前壁 の 3 型の 高分化型腺病 で
,
胃透視 で は左 肝

内胆管お よ び総肝管が描出され
, 肝膿蕩に対 して

胆管胃吻合
,
総肝管十 二指腸吻合術が施行され た

もの と考えられた . 術中所見 で は胃前壁 に左肝内

胆管と の 吻合を認め
,
切除標本 で は吻合部 を中心

に胃側 にほぼ 同心 円状 に痛 が存在した . 術 中 の 吻

合胆管か ら の 造影 で総肝管 の 開存を確 認 し
,
遊離

した左肝内胆管 の結紫
,
切離お よび 胃全摘術を施

行 した . 術後 の経過は良好 で あ っ た . 持続的な胆

汁刺激によ る胃癌 の 発生を考える意味か ら
, 興味

ある症例と思われ た .


